


■青葉山キャンパスマスタープランの骨格 ー 環境調和型キャンパスを目指して 資料 4 資料 1
目標 方針 計画 図 関連する検討項目

自動車通勤通学の抑制と
公共交通の利用促進

二酸化炭素排出抑制のためにも自動車・バイク交通量を減らすことは全キャンパス
共通の課題である。2015年の地下鉄東西線開業を踏まえ、公共交通機関の利用を
促進し、駐車場有料化や入構制限による自動車・バイク交通量の抑制を検討、実施
する。

課金等、自動車・バイク通勤通学抑
制策及び学内バス等の全学的な検討
を運輸交通専門委員会で検討

自動車動線と分離した、青葉
山駅を中心とした安全な歩行
者空間づくり

通勤通学自動車・バイク等の自動車動線を出来るだけ集約化するとともに、青葉山
駅を中心とした歩行者動線を整備し、歩車分離による安全なキャンパス形成を目指
す。

土地利用計画上最も合理的な
駐車場整備方法の検討

自動車での通勤通学の抑制によって駐車場面積の最小化を図ることで将来的な施設
建設用地やオープンスペースを確保する。また必要に応じて、さらなる敷地の有効
活用法として、立体駐車場の整備についてもキャンパス全体の駐車場管理を含め、
検討を行う。

課金や許可条件の見直し等を踏まえ
立体駐車場整備の必要性を検討

保存緑地の維持・保全 キャンパスを取り囲む豊かな青葉山の緑地やキャンパス内に存在する樹林等を「保
存緑地」として設定し、維持・保全に努める。

歩行者動線とリンクしたオー
プンスペースの整備

地下鉄東西線開業に合わせて、歩行者優先のキャンパス環境を形成するとともに、
人々が憩い、集い、交流できるオープンスペースを歩行者動線や福利厚生施設と合
わせて整備する。また、同時に緊急時の防災拠点としてもオープンスペースを位置
づけ、整備する。

一般市民や本学卒業生等が気
軽に立ち寄れる開かれたキャ
ンパスづくり

新キャンパスで計画されている「ユニバーシティパーク」を中心として市民や本学
卒業生などが気軽に立ち寄り、大学の雰囲気を味わうことの出来る環境整備を目指
す。

分かり易い総合的なサイン計画の策
定が必要

新たな学問領域の創出や産学
官連携の強化による地域産業
への貢献に対応出来る研究・
教育環境の充実

研究科等の大半が集積する青葉山キャンパスが担う「新たな学問領域の創出」や
「産学官連携の強化による地域産業への貢献」のために必要とされる研究スペース
の確保のみならず、研究環境の変化に対する柔軟な対応を可能にする施設環境を構
築する。

老朽化・低層施設の集約化に
よる土地の有効活用

青葉山の環境を維持・保全しつつ、新たな施設需要に対応するため、老朽化・低層
施設等を集約化し、限られた土地の有効活用を図る。

地下鉄東西線青葉山駅前にお
ける学術文化交流拠点の形成

地下鉄東西線開業に伴い、駅を中心としてキャンパスを再編し、青葉山駅前につい
ては民間事業者との共同も含め戦略的に土地の活用を検討し、新たな大学の顔とし
ての福利厚生施設等の多様な機能の充実を図る。

全学的、また青葉山キャンパスにお
ける必要機能、事業計画等の検討が
必要
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